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背景

　産業部門における熱利用の脱炭素化に向けて、電化技術の一つとして高効率な産業用ヒートポン
プの普及拡大が期待されています。近年、日本では研究開発がやや停滞していますが、一方、欧州で
は産業用ヒートポンプの開発、商用化、工場への導入が急速に進んでいます。当所では、欧州におけ
る産業用ヒートポンプ導入の動向の調査・分析を行い、今後の日本における普及拡大の方策につい
て検討を進めています。

日本との相違点を分析して普及拡大を支援

成果の活用先・事例

　本成果を活用して、国や小売電気事業者、メーカー等と協力して、産業用ヒートポンプの開発・実証・普及拡大により、産業
部門の熱利用の脱炭素化に貢献します。

成果の概要

◇産業用ヒートポンプの欧州導入事例の分析

　欧州では、8か国、16メーカーから30種類の産業用ヒートポンプが製品化され、なかでも、食品産
業への導入事例が比較的多い傾向にあることが明らかになりました。ノルウェーの乳製品工場にお
いては、ヒートポンプを冷却と加熱の両方に有効活用し、工場のオール電化を達成している事例も
見られました（図１）。産業用ヒート
ポンプの導入にあたっては、日本
ではメーカー主導の事例が多い
一方、欧州ではコンサルティング
会社が工場のエネルギー分析を
行い、ヒートポンプの仕様やプロ
セスへの統合方法を提案している
事例が多く確認されました。

◇適用拡大に向けた産業用ヒートポンプの開発動向の分析
　産業用ヒートポンプの適用拡大のため、100℃以上の熱供給を可能とする高温ヒートポンプの開
発と実証が活発化しています。これにより、従来のヒートポンプでは適用できなかった乾燥工程や洗
浄・殺菌工程の分野まで適用対象に含まれるようになります（表1）。
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ヒートポンプ研究開発実験設備　産業・業務分野の様々な熱需要に適用可能な高性能ヒートポンプの開発と評価を行う設備です。

実用化への段階が高いと考えられる順に左から並べています。AITのプロジェクトでは亜臨界サイクルが採用されていますが、
それ以外のプロジェクトでは、給気温度から乾燥温度までの昇温幅が大きい加熱に適した遷臨界サイクルが採用されています。
なお、いずれも大気放出された場合の温室効果が極めて低い冷媒（低GWP冷媒）が採用されています。また、これらのプロジェ
クトでは、開発段階からユーザーが参画する事例も見られます。

表1　欧州における乾燥工程用高温ヒートポンプの開発動向

図1　ノルウェーの乳製品工場への導入事例の概念図

欧州事例調査時の包括協力協定先での写真
（フランス電力会社、2019年10月） コロナ禍以前の写真
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